


































平成 13年度 1.800 。 1.800 
平成 14年度 1.700 O 1.700 
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H-600 X 200 X 11 X 17， SS400，梁
せい DB =600mm (公称値)
フランジ幅 BB =200mm (公称値)







ら=(16.65 + 16.41十16.32)/ 3 = 16.46mm 
















































部位 上降伏点 下降伏点 引張強さ 降伏比
破断伸び|
(N/mrrt) (N/mITI) (N/mrrt) (%) (%) 
梁フランジ 311. 2 298.9 481.2 62.1 25.6 









0.5 0.5 。(kN/mm2) iσ(附 /mm2)
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上降伏点 下降伏点 引張強さ 降伏比 破断伸び
(N/mnf) (N/mrd) (N/mrd) (%) (%) 
PL17-1 プランジの1/4幅位置 306.6 298. 1 479.1 62.2 26. 1 
PL17-2 フランジの1/4幅位置 310.6 300.3 483. 3 62. 1 25. 1 
PL17-3 フランジの1/4幅位置 316. 5 298.2 481. 3 62 25.6 
表 2. 3 梁ウェブの引張試験結果一覧
記号 採取位置・方向 上降伏点
下降伏点 引張強さ 降伏比 破断伸び
(N/mrd) (N/mrrU (N/mぱ) (%) (0/0) 
PL11-1 ウェブの1/4せい位置 341.3 334.3 494.4 67.6 26. 1 
PLll-2 ウェブの1/2せい位置 342.5 333. 7 494 67.6 27.3 







Zp =Zp一、み口2980-860.2= 2119.8cm-' 
(b)梁の全塑性モーメント
-降伏応力度
ウェブ wσγ=3.40tf/cm2 フランジ .fσy = 3.05tf/cm2 
ウェブの全塑性モーメント
wMo = wZo¥σ= 860.2x3.40xl0-2 = 29.25tf.m p w-p w-y 
フランジ(フィレット部を含む)の全塑性モーメント
fMp = fZp・fσ=2119.8x3.05xl0-






















M" = "，M" + "M" = 29.25+64.65 = 93.9tf.m P ¥¥'--P J---P
(c) Mpに対応する梁端本日対回転角
-曲げ変形による梁端相対回転角
Lo 372.5 b玖=一二~ . RMn = x93.9xl0~ = 0.00715rad 
y 3EIB D -p 3x2100x77600 
-せん断変形による梁端相対回転角
1 RMn 1 93.9>く102
sfiv 一一一・ι4・= ・ = 0.000513rad 
Y GAsB LB 810x60.68 372.5 
ただし、せん断面積AsB= twB(DB -2t jB) = 1.070x(60.0 -2x1.646) = 60.68cm2 
.全塑性モーメントに対応する弾性相対回転角
玖 b吹+sθv= 0.00715 + 0.000513 = 0.00766rad 
なお、実験における載荷制御変位はこのθyを基準に設定する.
Mm 
， ， ， ， ， Mp ~一一r­ 司ー令噂由時ー ---甲ー ーー 四ー ・・ー ーー
M 
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採取位置 | 品 (J) I vT E(OC) I vT sCC) 
フランジ 24.2 I 25.06 I 31.96 
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L -1: 2Bv x 2cyc1e， 4吹x2cyc1e，6玖x2cyc1e，6θγ 〉くncyc1e(標準変位載荷履歴:(文献3))
L -2: 2Bv x 8cyc1e， 4θ')' x 8cyc1e， 6θv>く8cyc1e，6θv刈 cyc1e
L-3: 4θ)' xncyc1e 
L-4:6d，xmycle 
ここで，実際にアクチュエーターに与えた変位は，上記のθγから梁端の変位の予測値を
求め 2θv:78mm， 4θγ: 140mm， 6θγ:203mmという値を用いた.
それぞれの振幅での載荷周期は， 2θv: 1.0s， 4θv:1.5s，6θγ: 2.5sとなるように設定しており，












































。一 円一(円十円)/2 a _ v1-(ν2十円)/2 Q 
-m 4000mm-(75+ Dc/2) ソ 3725mm -] 梁端相対回転角
梁端曲げモーメント Mm = F:(4000mm-(75+ Dc/2) = F: .3725mm 









に貼付した. ひずみゲージ :東京測器研究所製， YFLA-5 
-日Tl




















シート 2 一 (b)全体挙動， (c)破断面状況写真
(b)全体挙動










θp 梁端相対回転角 θm から弾性回転角成分久 =(θ~/Mp)XMm を差し引いて算出
{}s 梁端相対回転角仇の骨格曲線回転角

































































明 鋼材:梁 (SS400) 刊 ox 200 X 11 X 1 7 




: ~ 9" /~v 
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鋼材:梁 (SS400) H-600 X 200 X 1 X 17 























L-21 レノ←ー / L-2 
図2.23 無次フじ化梁曲げモーメント 図2.24 載荷履歴無次フじ化梁曲げモーメント
一梁器性回転角関係 一梁端相対回転角関係の骨格曲線
2 200 IL-21別[ろ E/E.v 
C 竺竺Eぷ2五 ~ 480 









。幽8 O…/Op 1 0~O 
-8 圃4 。 4 8 帽4 。 4 8 
































図2.29 無次ヌじ化梁曲げモーメント 図2.30 載荷履歴無次yu化梁曲げモーメント
梁塑性回転角関係 -梁端相対回転角関係の骨格曲線
2 200 一-p 
l:~l L醐3 η L欄3 E/Ey 240 
(rad) ZOq p， =1.493 斗480











































































。0 -8 。醐8 4 。8 。8 同4-4 。 4 




























































































9 3 13 
図2.39各試験体ごとのサイクル数(横軸)
27 
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図2.42 載荷方法の違いによる最大耐力の比較








































振幅 全体 静的 動的 スカラップ。 ノンスカラップ。 本年度
-6 -1.357 -1.318 -1.438 -1.317 …1.441 1.470 
-4 -1.290 -1.262 -1.344 -1.268 -1.346 1.368 
-2 -1.119 -1.096 -1.167 一1.105 -1.158 1.156 
2 1.078 1.052 1.132 1.066 1.110 1.105 
4 1.229 1.197 1.289 1.210 1.278 1.309 






振幅 全体 静的 動的 スカラップp ノンスカラップ。 本年度
-6 0.140 0.158 0.040 0.157 0.033 0.027 
-4 0.111 0.128 0.022 0.124 0.027 0.015 
-2 0.096 0.109 0.018 0.107 0.027 0.038 
2 0.097 0.108 0.024 0.110 0.030 0.047 
4 0.107 0.121 0.020 0.120 0.038 0.029 



























































600 X 250 X 12 X 25試験体に対する実験)，鋼構造論文集，第4巻第16号，pp59-74，1997. 
5)吹回啓一郎，田村匠，森田周平，中島正愛，マイケル・ D・エンゲ、ノレハー ト:ノ
ンスカラップ 工法とRBS工法による柱梁接合部の塑性変形能力(改良型溶接柱梁接合部






















SS400 1. 40 1. 50 
SM490 1. 35 1. 45 
SN400 1. 30 1. 40 













































































































No. 年度 名前 載荷方法 鋼材 スカフツブ。形状 エンドタブ ダイアブラム
1996 SB6Z3由KyJ 静的 従来型(JASS6) スチール 28mm 
2 1996 SB6Z3幽Ky2D 動的 従来型(JASS6) スチール 28mm 
3 1996 SB6Z3F-Ky3D 動的 従来型(JASS6) ブフックス 28mm 
4 1996 SB6Z7皿Kyl 静的 従来型(JASS6) スチール 32mm 
5 1996 SB6Z7-Ky2D 動的 従来型(JASS6) スチール 32mm 
6 1996 SB6Z7F-Ky3D 動的 従来型(JASS6) フラックス 32mm 
7 1996 SB6A3巴Kyl 静的 改良A型 フラックス 28mm 
8 1996 SB6A3F由Ky2D 動的 改良A型 フラックス 28mm 
9 1996 SB6A7F陣Kyl 静的 改良A型 フラックス 32mm 
10 1996 SB6A7F・Ky2D 動的 改良A型 ブラックス 32mm 
11 1996 SB6B3F ・長yl 静的 改良B型 フラックス 28nlm 
12 1996 SB6B3F帽Ky~D 動的 改良B型 ブブックス 28mm 
13 1996 SB6B7F田Kyl 静的 改良B型 フラックス 32mm 
14 1996 SB6B7F醐Ky2D 動的 改良B型 フラックス 32mm 
15 1998 SI 静的 2 ノンスカラップ。
16 1998 S2 静的 2 ノンスカラッフ。
17 1998 S3 静的 2 ノンスカラッフ。
18 1998 SCl 静的 2 従来型(JASS6)
19 1999 S4 静的 3 ノンスカアップ
20 1999 S5 静的 3 ノンスカアップ
21 1999 S6 静的 3 ノンスカラップ
22 2001 Ll 動的 4 ノンスカラップつ スチフナ
23 2001 1之 動的 4 ノンスカアップコ スチアナ
24 2001 L3 動的 4 ノンスカラップ スチフナ






















FLEXURAL STRENGTH DEMAND FOR BEAM-TO醐COLUMNCONNECTIONS 
IN EARTHQUAKE RESISTANT DESIGN OF STEEL MOMENT FRAMES 
吹田啓一郎*
Keiichiro SUITA 
This paper presents the results of experimental studies conceming the moment carrying capacity of steel wide flange beams subjected to cycIic 
bending. Beam specimens were dynamically loaded in various loading sequences under the condition that local and lateral bucklings and 
connection fractures were effectively prevented. The major findings obtained from these tests are as follows: 1) the bending moment carried 
by beams increases during the initial three cycIes under constant displacement amplitude， and subsequently reaches the upper limit. 2) the 
possible maximum moment capacities are obtained for both short and norrnal beams， and 3) flexural strength demands for beam也to-column
connections can be evaluated taking into account deformation amplitude and the number of excursions during the earthquake response. 
Keywords : steel moment t均me，beamイ0・columnconnection， wideβαngebeαm， momentcαpαcity， 

















































試験体の梁断面はH-600x 200 x 11 X 17 (鋼種88400)で，想
定スパンLは8mと5mの2種類とした.これは文献3)の調査によ
る中低層骨組の平均的な梁の大きさ，すなわち，梁せいがD=500""'
600mm，スパン/梁せい比が LID= 12""' 16という値と比較すれ
ば，梁せいは平均的であり，スパンについては8mが平均的な値で，
5mはかなり短い部類に入る.この梁断面のプロポーションでは，











シリーズが2225mm(LID = 8.33， LbID=3.71) の2種類である.
?????????
?









図1 試験体と載荷時の支持・拘束条件 (単位:mm) 
試験体H形鋼梁
ローラー・ベアリシグφ35
















































働80 ・40 0 40 80 
Temperature (OC) 








































負載荷時:Mm = P-.L~ 
図7 梁端曲げモーメントの計算





断変形による計算健から Lシリーズが 0.00766rad. 8シリーズが
































































Ll， L2よりも明らかに小さい.その理由は， Ll， L2が既に振幅 2θy
の繰返しを経験しである程度上昇していたことによる.だがその後
の繰返しによって差は縮まり，第3サイクルが終了した時点で差は
見られない.いずれも 3回の繰返しで振幅 40の上限に至り，そのy 
値は振幅20yによる載荷の有無と繰返し数に関係なく同じである.
さらに大きい振幅 60について， L4 (.)とLl， L2を比較するy 













• Ll: standard ト .;l
1 0 L2: 8 cvcles each 1: : 1 
1.4 H ----L3: ~8~ ~nlv n..j…-ーにに-一二十一一一一一一一j.，r
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図9 梁の最大曲げモーメントの履歴 (Lシリーズ)(a)梁側
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28y 4θv 68y 
1st 2nd max 1st 2nd max 1st 2nd max 
L1 1.05 1.08 1.10 1.22 1.29 1.31 1.38 1.43 1.43 
L2 1.10 1.13 1.16 1.29 1.34 1.35 1.39 1.41 1.41 
L3 1.13 1.27 1.34 
1.46 L4 1.24 1.40 
L最大 1.10 1.13 1.16 1.29 1.34 1.35 1.39 1.43 1.46 
81 1.05 1.09 1.10 1.25 1.29 1.34 1.44 1.45 1.49 
82 1.10 1.10 1.14 1.32 1.34 1.38 1.44 1.44 1.45 
83 1.22 1.34 1.41 
84 1.31 1.47 1.53 
L8最大 1.10 1.10 1.14 1.32 1.34 1.41 1.44 1.47 1.53 
表2
(1st:第1半サイクル， 2nd:第2半サイクル， max:最大値)
No. 実験名 載荷 梁鋼材* スカフツプ形状 エンドタブ
1 8B6Z忌Kv1 静的 1 従来型 スチール
2 8B6Z3-Kv2D 動的 1 " 1 
3 8B6Z3F-Kv3D " 1 " ブラックス
4 8B6Z7-Kv1 静的 1 " スチール
5 8B6Z7-Kv2D 動的 1 " " 
6 8B6Z7F-Kv3D " 1 " フラックス
7 8B6A.3F-Ky1 静的 1 改良型A " 
8 8B6A3F-Kv2D 動的 1 " " 
9 8B6企空-KYl 静的 1 " 刀
10 8B6A 7F-Ky2D 動的 1 " " 
11 8B6B3F幽Ky1 静的 1 改良型B " 
12 8B6B3F-Kv2D 動的 1 " 1 
13 8B6B7F-Ky1 静的 1 " " 
14 8B6B7F聞Kv2D 動的 1 " " 
15 81 静的 2 ノンスカラップ " 
16 82 " 2 " " 
17 83 " 2 " " 
18 84 " 3 " " 
19 85 " 3 " " 
20 86 " 3 " " 
21 I 8C1 " 2 JASS6推奨型 " 
No.1.-....-14は文献7)，No.15 '" 21は文献8).
*梁鋼材1"'3の材料強度，Mpと変形の基準量θyは以下のとおり
1:σ . =371N/mm2，σ =517N/mm2，σ.=425N/mm2， [u-
σ =553N/mm2， Mn=1728kN-m，8v=0.00944rad p _. --，-， -y 
2:σか=305N/mm2，σ =462N/mm2，σ =362N/mm2，ルー
σ卸u=490N/mm2， Mp=681klふm，θyコ0.00730rad




























































Rotation Amplitude 8m I叱
動的載荷と静的載荷図13
2 46 





































が実長 3775mmのH値600x 250 x 12 x 25 (SN490B)，住は口 F
450 X 450 X 19 (BCR295) ，溶接詳細は従来型(半径35mmと7mm
の護合円〉と改良型2種類のスカラッフ工法で，計14体ある.文献
8)は梁が実長2825mmのH帽500X 200 X 10 X 16 (SN400B)，柱





























静的載荷 動的載荷 スカラップ ノンスカラップP
2~y 1.11 (0.031) 1.15 (0.017) 1.13 (0.033) 1.13 (0.023) 
4~y 1.26 (0.034) 1.32 (0.014) 1.27 (0.035) 1.31 (0.023) 
























































時0.04 融0.02 0 0.02 0.04 



















































































工場溶接形式(梁 :fι600x 250 X 12 X 25)試験体に対する実験，鋼構
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9) 日本建築学会:鉄骨工事運営委員会調査研究成果報告会資料集， 3.スカ
ラッフ WG，2000.1
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